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WB 1:5000-1:50000,ICC/IF 1:100-1:200,FC 1:100-1:1000

Calculated MW:22 kDa; Observed MW:22 kDa

Peroxiredoxin 2
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	製品名: ペルオキシレドキシン2ウサギモノクローナル抗体
	カタログ番号: AMRe87620
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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、過酸化水素およびアルキルヒドロペルオキシドを還元する抗酸化酵素ペルオキシレドキシンファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質は細胞内で抗酸化保護作用を有し、CD8(+) T細胞の抗ウイルス活性に寄与する可能性があります。このタンパク質の結晶構造は2.7オングストロームまで解読されています。このタンパク質はヘモグロビンを安定化させることで溶血性貧血の酸化ストレスを予防するため、溶血性貧血患者の治療標的となります。このタンパク質は増殖作用を有し、癌の発生または進行に関与している可能性があります。関連する偽遺伝子は、5番染色体、6番染色体、10番染色体、13番染色体上に同定されています。[RefSeq提供、2013年3月]
	研究分野
	-
	画像データ
	

	ペルオキシレドキシン2/PRP抗体（1:1000希釈）を用いたHela、A549、C6におけるペルオキシレドキシン2/PRPのウェスタンブロット検出
	

	AMRe87620 を 1:5000 で使用して、HepG2 細胞およびラットの心臓、マウスの小腸組織からの抽出物のウエスタンブロット分析を行いました。

